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一 般 質 問 発 言 通 告 書 

平成２２年１２月定例会                         蒲郡市議会 

№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

１ 

 

飛 田 常 年 

(11 月 30 日（火）) 

 

１ 海のまち蒲郡について 

（１）みなとオアシスについて 

（２）蒲郡港の整備について 

２ 大塚学区要望書について 

（１）西大塚千尾地区基盤整備事業について 

（２）三河大塚駅周辺の土地利用について 

（３）都市計画道路豊岡大塚線及び大塚金野線について 

（４）相楽町の生活プロジェクト実験集落整備事業について 

 

 

２ 

 

柴 田 安 彦 

(11 月 30 日（火）) 

 

１ 「地域主権改革」について 

６月に閣議決定された「地域主権戦略大綱」は、社会保障など

への国の責任を低下させ、道州制など更なる自治体の広域化をめ

ざし、二元代表制を形骸化させるものとなっている。自治体の機

能と役割を高めるものとならず、その推進には反対すべきではな

いか。 

（１）自治体への権限委譲について 

（２）地方財源と一括交付金化について 

（３）道州制の導入と二元代表制について 

２ 市の財源確保とその活用について 

市内の景気対策として行政への期待は大きなものがある。市民

の間では「市は二言目には予算がないと言う」との声があがって

いる。予算の有効活用について伺う。 

（１）地方交付税と臨時財政対策債について 

（２）超過課税について 

（３）公共施設の修理・修繕、地域要望等の前倒し施工について 

（４）国保税の引き下げについて 

（５）区画整理事業補償金による建築工事の市内発注促進について 

（６）蒲郡海洋開発（株）への増資について 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

 

  

３ 羽栗池東土地区画整理事業について 

組合施行で進められている本事業に対し、市は指導責任を負っ

ている。補助金のない事業のため、減歩率５４．５％と資金計画

上は大変厳しく、コストダウンが優先される事業にならないか心

配されている。周辺住民への影響も出ており、問題の解決が求め

られている。 

（１）事業進捗と資金計画の達成見込みについて 

（２）調整池と周辺住民への影響について 

（３）排水先の溢水対策について 

（４）市の指導責任と職員配置について 

 

 

３ 

 

日恵野 佳 代 

(11 月 30 日（火）) 

 

１ 市内の緊急景気対策として 

（１）住宅リフォーム助成制度を引き続き 

市内の景気を良くするために日本共産党が３月議会で提案し

た、住宅リフォーム助成制度は１０月１日から申し込みが始ま

りました。問い合わせ、申し込みが次々とあり、２，０００万

円の助成金はほぼ２ヶ月で終わってしまう見込みです。工事総

額は２億円を超え、助成金の１５倍の経済効果が期待されます。 

   ここで助成事業を中断しては、せっかく動き出した市内経済

の循環が、止まってしまい、かえって悪影響をもたらします。

早急に予算を追加するよう求めます。 

ア 実施状況、市民や業者の声 

イ 工事の種類、事業者の傾向 

ウ 申請者へのアンケートの状況 

エ 経済効果をどう判断しているか。 

オ 対象工事の拡大や高齢者・低所得者などへの優遇策 

カ 予算の追加 

（２）暮らしに密着した公共事業を増やす 

   学校の雨漏りの修繕など公共施設の改修や建て替えを進め、

地元建設業、中小零細企業の仕事を増やすことによって、地域

の経済対策となります。緊急に対応を求めます。 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

 

 

 

 

２ 市民の足の確保としての公共交通機関の充実について 

バス路線が減る一方で、高齢化で車の運転ができない、地元商

店が減って買い物ができない、などの声が各地でおきています。

その対策として多くの自治体が巡回バスを運行しています。東三

河で巡回バスのない自治体は蒲郡市だけです。なぜでしょうか。

市民の足確保に巡回バスの実施を求めます。 

（１）市内で路線バスや電車の走っていない地域の現状と対策 

（２）県内の巡回バスの実施状況 

（３）市内のどこに住んでいても病院や買い物に行けるまちづくり

について市の考え方 

（４）巡回バスの実施について 

３ 例外なしの関税撤廃を前提とするＴＰＰ（環太平洋経済連携協

定）について 

  環太平洋経済連携協定に日本が参加した場合、農水産物やサー

ビス、労働市場を含め、関税を全てなくし、農業や雇用、暮らし、

地域経済に壊滅的打撃を与えます。農水省の試算では食料自給率

が４０％から１４％に下がり、雇用が３４０万人失われるとして

います。 

（１）市内の産業への影響について、各業界からの声を聞いている

か。 

（２）農漁業、雇用、暮らし、地域への影響をどう判断しているか。 

（３）市長はＴＰＰ参加反対を表明するべきと考え、見解を伺う。 

 

 

４ 

 

松 本 昌 成 

(11 月 30 日（火）) 

 

１ 行財政改革の推進について 

（１）蒲郡市集中改革プランの総括について 

（２）今後の行財政改革の推進について 

２ 妊婦健康診査における HTLV-1 抗体検査について 

（１）ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型（HTLV-1）による発症状況に

ついて 

（２）HTLV-1 抗体検査の実施について 

３ 救急医療情報キットについて 

（１）消防本部の救急医療情報キットに対する認識について 

（２）救急医療情報キットの配布について 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

５ 

 

伊 藤 勝 美 

(12 月１日（水）) 

 

１ 保育園・学校の諸問題について 

（１）学校欠席者情報収集システム・保育園欠席者、発症者情報収

集システムについて 

（２）学校トイレの環境整備について 

（３）インターネット上でのいじめ及び学校裏サイト対策について 

（４）緊急用アドレナリン自己注射「エピペン」について 

２ 防災関連対策について 

（１）民間木造住宅耐震改修費補助事業の拡大推進策について 

（２）被災者支援システムについて 

（３）消防防災ＧＩＳシステムについて 

（４）庁内非常用飲料水の配備状況について 

３ オストメイト対応トイレの庁内整備について 

（１）膀胱、直腸機能障害者の推移について 

（２）整備支援策について 

（３）庁内整備計画について 

 

 

６ 

 

鎌 田 篤 司 

(12 月１日（水）) 

 

１ 蒲郡市第四次総合計画について 

（１）総合計画における市民ニーズの把握について 

（２）総合計画における特色について 

（３）総合計画における広域連携について 

（４）総合計画の実効性について 

２ 蒲郡市の漁業・水産業担い手育成事業について 

（１）これまでの蒲郡市における漁業・水産業振興について 

（２）フィッシャーマン２１計画の実績とその効果について 

（３）今後の愛知県・蒲郡市の担い手育成事業を含む、漁業・水産

業の振興策について 

 

 

７ 

 

荘 田 博 己 

(12 月１日（水）) 

 

１ 蒲郡市としての愛知県への要望について 

（１）市として優先順位の高い課題について 

（２）市民病院（地域医療再生計画）の取り組みについて 

（３）県事業２４７号中央バイパスの取り組みについて 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

 

 

 

 

２ 地上デジタル放送への完全移行前の公共建物の電波障害対応に

ついて 

３ 国の目指す鳥獣被害緊急総合対策について 

（１）今年の被害について 

（２）地域協議会について 

（３）被害防止計画について 

（４）緊急総合対策について 

 

 

８ 

 

伴   捷 文 

(12 月１日（水）) 

 

１ 新年度予算編成について 

（１）予算編成に対する基本的な考えについて 

（２）歳入予算見通しについて 

（３）歳出予算見通しについて 

（４）重点施策について 

（５）モーターボート競走事業特別会計について 

（６）病院事業会計について 

 

 

９ 

 

小 林 優 一 

(12 月１日（水）) 

 

１ 乳がん検診の助成について 

（１）乳がん無料検診受診票の配布年齢の引き下げについて 

２ ラグーナ蒲郡の経営状況について 

（１）蒲郡海洋開発（株）に対する追加増資について 

３ 観光振興策について 

（１）藤原俊成の知名度上昇に向けた、まちづくりについて 

（２）観光コンシェルジュの有効利用について 

 

 

10 

 

竹 内 政 住 

(12 月２日（木）) 

 

１ 国道２３号蒲郡バイパスについて 

（１）現況と事業費について 

（２）地域の要望等をふまえた今後の見通しについて 

（３）道の駅について 

２ 中部土地区画整理事業について 

（１）進捗状況と今後の進め方について 

（２）本宿線と環状線の整備について 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

11 

 

大 向 正 義 

(12 月２日（木）) 

 

１ 平成２３年度予算編成について（豊かで自立した蒲郡を） 

（１）「市民税」（個人・法人）１０％削減について 

  ア 減税と地方債について 

  イ 減税と地方交付税の交付団体について 

  ウ 蒲郡市の減税について 

（２）「議員定数」１３人（最終目標）と「議員報酬」１０％の削減

について 

  ア 蒲郡市の考えについて 

（３）「職員人件費」２０％削減について 

  ア 平成２３年度以降４年間の職員定数削減計画について 

  イ 組織・機構改革について  

  ウ 職員給料等のカットについて 

（４）「事業仕分け」で１０億円の経費削減について 

  ア 「事業仕分け」の実施について 

（５）「豊かな蒲郡」の実現に４年間で２０億円投入について 

  ア 「地域づくり」について 

  イ 「まちづくり」について 

  ウ 「高齢者」について 

  エ 「教育」について 

  オ 「子ども」について 

（６）「老朽施設（図書館・体育館）」の建替え計画策定について 

  ア 「老朽施設」の建替え計画策定委員会について 

  イ 図書館について 

  ウ 体育館について 

２ 竹島ベイパークについて 

（１）竹島ベイパーク全体の管理について 

  ア 現状および平成２３年度について 

（２）多目的広場の管理運営について 

  ア 現状の使用状況について 

  イ 来年度の使用予測および使用計画について 

（３）グラウンドゴルフによる宿泊客増加について 

  ア １０月以降今年度の状況と来年度の予測について 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

 

 

 

 

（４）多目的広場の整備について 

  ア 整備の委託について 

  イ 市民が整備する多目的広場について 

  ウ 整備費用の負担について 

  エ 水のみ場や日よけの設置について 

（５）宿泊客２割アップへの効果について 

  ア グラウンドゴルフによる宿泊客と市民との交流について 

  イ グラウンドゴルフによる宿泊客増加への支援について 

３ 蒲郡市民病院改革プランの取組み状況について 

（１）市民病院の現状と平成２３年度の見通しについて 

  ア 市民病院の現状と平成２３年度の見通しについて 

  イ 市からの繰入について 

  ウ 医療機器の更新計画について 

（２）改革プランの点検・評価・公表について 

（３）病院職員の健康診断の実施について 

（４）市民病院における人間ドック等の検診センターの設置につい

て 

４ 蒲郡市医師会の委託費不正受給について 

（１）第１５回「弁論準備手続き」について 

（２）第１６回「弁論準備手続き」について 

（３）裁判の今後について 

 

 

12 

 

大 竹 利 信 

(12 月２日（木）) 

 

１ 子宮頸がん等のワクチン接種について 

（１）国の事業内容について 

（２）ワクチン接種に向けてのスケジュールについて 

（３）市の対応について 

２ 図書館利用サービスの向上について 

（１）図書館の利用状況について 

（２）利用サービスの向上について 

（３）Ｗｅｂ図書館の導入について 

３ 投票率向上について 

（１）投票所削減とその影響について 

（２）期日前投票について 

（３）投票率向上のための施策について 

（４）期日前投票の簡素化について 
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№ 
質 問 者 

(質 問 日) 
要                     旨 

 

13 

 

新 実 祥 悟 

(12 月２日（木）) 

 

 

１ 名鉄西尾・蒲郡線の支援について 

（１）決定された支援内容について 

（２）恒久的存続に向けた議論について 

（３）総合公共交通体系の確立について 

２ 蒲郡市第４次総合計画について 

（１）基本理念について 

（２）現在の進捗状況について 

（３）政府が進める行政機構変更への対応について 

（４）議会提示の時期について 

３ 学校統廃合の危険性について 

（１）学校統廃合検討委員会設置について 

（２）統廃合の必然性について 

（３）教育に行財政改革を当てはめることの危険性について 

（４）現状を利点と見ることについて 

 

 

14 

 

大 場 康 議 

(12 月２日（木）) 

 

１ 野生鳥獣対策について 

（１）被害状況と経済損失について 

（２）行政、関係団体、事業主の取り組みについて 

（３）予算について 

２ 蒲郡環状線について 

（１）進捗状況について 

（２）国道２３号蒲郡ＩＣ供用開始時の交通量の分散化について 

（３）今後の道路建設の見通しについて 

３ リフォーム助成制度について 

（１）経過報告について 

（２）次年度の予定について 

 

 

 


